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要　　旨
　わが国における就労妊婦の生活および心理に関する研究の動向と課題を明らかにするために，医学中央雑誌














2015 年の女性の就業率は 48.0％であり，特に 25 ～
44 歳の女性の就業率は，1985 年（56.5％）からほぼ
一貫して上昇傾向にあり，2015 年は 71.6％である（総
務省 , 2016）．また，2015 年の有配偶女性の労働力率
は 51.4％であり，「M字カーブ」といわれる女性の年齢
階級別の労働力率は，この 30 年間でM字型の底（30
～ 34 歳）の労働力率が 50.6％から 71.2％と 20.6 ポイ
ント上昇し，労働力率が上昇した全ての年齢階級（25
～ 64 歳）で有配偶者の労働力率の上昇による効果が大






者の割合は，2005 ～ 2009 年の 29.0％から 2010 ～

























































































































れており，質的研究では 3名（夫婦 3組）～ 50名，量
























































































































































































































































































フ・バランスに関する研究は多い（脇川ら , 2010: 中川
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